
令和 7 年度 第７回学校運営協議会 実施報告 

日時：令和８年２月２７日(金) ９:２0～１２：３０ 

場所：鈴鹿市立稲生小学校校長室 

１． ６年生を送る会参観 

２．あいさつ  （１）委員長より   （２）校長より 

６年生を送る会など、人のために一生懸命取り組む場面は、他の場面ではなかなかできな

い。行事の削減とは言われるが、今日のようなことを積み重ねる中で、人のことを思いやるこ

とができる子に育つように長い目で見ていくことが必要。 

３．議事 

（１） 学校関係者評価について  

  学力向上については、保護者と連携をしながら、学ぶよさを伝えていきたい。長期欠席

対策については、家庭支援を行っているが、多忙な保護者が互いに悩みを共有すること

が難しい。保護者の連帯感や家庭教育力の向上を。地域連携では、保護者と地域のつな

がりを大切にしていきたい。地域の行事に子どもたちや保護者が参画する機会が作れる

とよい。 

（３） 学校支援ボランティアについて 

３月６日にボランティア窓口会議を行う。学習支援ボランティアの要請は早い目にお

願 いしたい。また、よびかけをマチコミで行うようになってよかった。 

 〇下校中に声掛け事案があると聞く。犬の散歩をしながら見守ってもらうなど、下校の見

守りを募集したらどうか。 

（４） 令和８年度学校経営の構想について 

  来年度、地域素材を活用した総合的な学習の時間の取組が３年目となる。取り組みをま

とめるとともに、国語についても取り組みを行っていきたい。 

 （５）学校のきまりについて 

    PTA 家庭教育学級が保護者に向けて意識アンケートをとった。染髪や化粧などそれぞ

れの子がしっかりと自立していられれば、個人の問題としてとらえられるが、発達段階で

周りの子のことを気にしてしまい、個人の問題にとどまらないということを学ばせてもら

った。 

〇本当に、方向性のちがう意見がある。よびかけをやめちゃだめ。学校はこういうスタン

スだと示していかなくては、保護者の言いたいことはわかるが。 

●個人の問題とすれば自由はあるが、個が自立していることが前提。発達段階的には、 

自立途上のこどもたちで、周りに流されている子がいるのも事実。保護者にも伝えていき

たい。 

（６）令和８年度 学校運営協議会委員について 

（７）その他 

 ・稲生小学校ＰＴＡ創立１５０周年事業について 

  新しい門の設置案ができた。プール前駐車場での送迎の問題が少しでも解決できるとよ

いが。 

 〇フェンスについては、教育委員会から出してもらえるようにお願いしてほしい。 


